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　いま、台湾の政治は熱い季節を迎えている。今
年春に台湾で行われた第二回直接民選総統選挙の
熱狂ぶりは日本のマスメディアでも伝えられたが、
ある意味で硬直化した日本の政治状況とはうらは
らに、台湾の政局はいままさに激動期を迎えてお
り、台湾人の政治にたいする関心は非常に高い。
今回の総統選挙における投票率が80％を上回った
こともそれを裏付けている。
　蒋介石、蒋経国、李登輝と半世紀以上にわたっ
て連綿と続いてきた与党国民党時代に終止符が打
たれ、民進党の陳水扁候補が中華民国第l0代総統
に当選した。考えてみれば、かつて中華世界にお
いて、これほど民主的なプロセスを経て、政権交
代が行われたことはなかった。歴史と文化を共有
する隣人の中華人民共和国でさえ、いまだに中国
共産党一党独裁体制のもとにあり、民主化の成熟
にはなお一層の時間を要する。
　5月20日の総統就任式では、陳水扁新総統が「台
湾人民」にたいして総統就任の宣誓を行ったのを、
私は日本から特別な感慨を持って見守っていた。
陳水扁政権の閣僚たちの姿のなかには、かつて反
政府勢力として政治的弾圧を受けたことのある顔
ぶれも見られた。
　台湾は第二次世界大戦以前、日本の植民地統治
下にあった。しかし、戦後、国共内戦下で毛沢東
に敗れた蒋介石は台湾に逃れ、国民党支配体制を
築いた。もともと台湾に住んでいた「本省人」と
呼ばれる人々は、日本による支配が終わったと
思っていた矢先、今度は蒋介石国民党政権ととも
に大陸から渡ってきた「外省人」たちの支配下に
置かれることになったのである。それ以降、1980
年代の民主化の時期に至るまで、台湾は国民党一
党独裁のもとにあった。それは封建ファシズムそ
のものであり、政府が台湾人を弾圧するという血
なまぐさい自色テロが幾度となく繰り返され、民
主化運動を求める多くの本省人たちが歴史の闇に
葬られてさた。台湾で生まれた本省人は、同民党
政権下で長きにわたって政治的従属を強いられて
きたのである。
　そして、2000年を迎えた台湾では、政権交代が
なされ、かつて国民党政府によって弾圧を受け、
国家反乱罪というレッテルさえ貼られていた民主
化運動に、弁護士として参加した民進党の陳水扁
氏が、台湾人民によって給統に選出された。車椅
子姿で陳水扁に寄り添う新総統夫人は、かつての
政治テロによって両足の力を失っている。
　国際社会は、台湾独立を標榜する民進党からの
新総統の誕生に戸惑いを覚え、中国への刺激に最
大限の考慮をするとともに、台湾の独立を封じ込
めようと遇剰反応しているようにさえ見える。そ
の一方で、台湾人の民主化運動の最先鉾を歩んで
きた一員である新総統夫妻のこれまでの足跡を見
れば、本省人を中核とした台湾人がなぜ、独自の
色彩を以ってその存在感を打ち出そうとしている
のかという動機については、ご理解頂けるのでは
ないだろうか。しかしながら、その動機がまるで
台湾が国階社会のトラプルメーカーそのものであ
るかのように扱われるのはいささか遺憾である。
台湾は一度たりとも自らトラプルメーカーになろ
うとしたことはない。むしろ台湾は、中台間の対
立が東アジアの安全保障に大きな影響を及ぼすこ
とになるという点を十分に理解している。陳水扁
総統が就任演説において「中国が武力行使しない
限りにおいて、台湾は独立しない」という、条件
付きながらも民進党の存在意義そのものにも関わ
る「台湾不独宣言」を公式に行ったのも、この点
について十分考慮していることの表れである。
　それにしても、総統選挙直前に台湾を「同胞」
と呼ぴつつも、台湾をこれ見よがしに叱責し、激
しい口調で憎悪の念を露にした朱鎔基首相のこわ
ばった表情を、私は忘れることができない。中国
と台湾が本当に「家族」であるとしたら、中国の
乱暴な行動は「家庭崩壊」をまぬがれない。さら
に言えば、「家庭内暴力」は、「家族］の不和のみ
ならず、「社会」にも悪影響を及ぼすことがしばし
ばあるものである。むしろこのことのほうがより
一層深刻な問題ではないだろうか。東アジアの真
のトラプルメーカーは誰なのか、敢えて大きな声
で叫ぶ者はいないが、物事の本質は見失ってはな
らないのではないだろうか。
　
　ミャンマー連邦同（旧ビルマ）は大国の中国と
インドとの間にある。人口は日本の4割くらいで、
面積は日本の1.8倍の大きさである。多民族国家で
ビルマ族は全体の7割ぐらいをしめている。宗教
は9割の国民が小乗仏教を信仰している。現政権
は軍政であるが、ASEANの メンバーにもなって
いる。
　1962年から軍政の下で閉鎖的国家となり、世界
からは知られざる国となった。この政権と政治体
制のために、発展から遠ざかったと体験から埋解
できる。政治参加することは軍の政党にだけで許
されているので、国民の政治感覚は狭くなる。そ
れでわたしは梅外へ出ることを決心した。
　来日して8年目、1989年に祖国の国名はビルマ
からミャンマーに変わった。新国名になり11年目
になった。長期間海外に住んでみたら、人間は動
物の仲間とは違うことがわかる。動物のできるこ
とは限られている。人間にはある時代や場所でで
きないことが違う時代と場所であればできるよう
になる。私もミャンマーでできないと思っていた
ことが日本でできるようになり、海外から祖国を
よく見ると、ミャンマーで見えなかったことや
ミャンマーの実像が見えるようになり、分からな
いことがわかってくる。不思議である。
　ミャンマーにいる間、勉強は出来ないと思った
けれども、来日して一生懸命勉強してみたら変
わってきた。1988年ピルマで民主化運動が起こっ
て来たとき、ミャンマーの政治と社会構造をもっ
と知りたくなり、理系から文系へ転身した。祖国
の間題をもっと探ってみようと決心した。
　山口洋一・駐ミャンマー元大便が、｢軍事政権は
国名を本来のミャンマーに戻し、安定的な政治制
度の確立と市場経済導入による、自由で開放的な
体制にもとづく、経済近代化を目指して国造りの
努刀をしており、着実に成果をあげてきている。
今やこの国はネ･ウィン時代の停滞から脱皮して、
近代に国家へと躍進する途上にある。｣と書いている。
しかし、私が調べてみたところ、ミャンマーの政
治的、歴史的実像は下記のようになる。
　2-3世紀のビルマではピューの時代があった。
このピュー王国を「平和の国」と中国の旅人たち
は書いた。ll世紀にパガン王朝になって、周辺の
国々は統一され、ミャンマーの国になった。文語
でミヤンマー、口語ではバマーである。しかし、
16性紀には欧州の冒険家たち、特にポルトガル人
が来てから国名は西洋の国で「ピルマ」として知
られるようになった。19世紀に英国と3回の戦争
があって、ビルマはそれ以降英国の植民地になっ
た。英国はミャンマー語の口語に近い発音である
バーマーと言う国名を便った。世界にバーマーは
「黄金の国」、すなわち、「陣の国」、小乗仏教の国
と言われるようになった。
　伝統の君主制の時代にも、一般の国民には自由
に売買ができる土地の所有権があった。｢血生臭い
専制主義lと西洋の歴史学者たちは言っているが、
実際は仏教思想にもとづく人間的な政治体制も見
られた。英国の下では「米の国」となった。どの
時代でも国民は物質面と精神面での豊かさが多少
あった。
